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Ⅴ．特記事項 

1．新型コロナワクチンの職域接種による地域貢献について 

○東京新宿キャンパスでの取り組み  

文部科学省は、各大学が自大学の教職員・学生等へのワクチン接種だけでなく、地域に

おける教育関係者や学生等へのワクチン接種の拠点となる大学拠点接種に取り組むことを

目指すため、令和 3(2021)年 6 月、各大学等に対して地域貢献の必要性や実施にあたって

の手順、留意点等を示した。この趣旨等を踏まえ、本学部では積極的に対応すべきと考え、

学生・教職員等の本学関係者と新宿区の地域住民を対象とした新型コロナワクチンの職域

接種を東京新宿キャンパスにおいて実施した。この事業は新宿区役所、独立行政法人日本

学生支援機構、新宿広小路商店会、新宿成子商店街振興組合、西新宿 7 丁目町会の協力の

もと、本学が主体となって取り組んだものである。副学長のもと、診療所長を本学の看護

学部教授が担うとともに東京新宿キャンパス教職員が主導的役割を果たしながら、地域住

民との連携・協力により、新型コロナワクチンの 2 回の接種を令和 3(2021)年 8 月から 9

月にかけて実施した。 

地域分のワクチン接種に貢献したことに対して、新宿広小路商店会、新宿成子商店街振

興組合、西新宿 7丁目町会より、2 回目接種の最終日である令和 3(2021)年 9月 30日に学

校法人宝塚大学の玉本隆一理事長に感謝状が贈られた。また、このように広く地域住民へ

のワクチン接種に貢献したことに対して、令和 3(2021)年 11 月 17 日には、新宿区の吉住

健一区長より、本法人玉本理事長に感謝状が贈られた（下に写真を掲載。）。感謝状の贈呈

式の後、吉住区長は東京メディア芸術学部長の案内のもと、東京新宿キャンパスにおける

新型コロナワクチン職域接種の会場等を視察された。 

   

○看護学部教員による取組み 

本学の看護学部教員は看護師としてのエキスパートでもあり、社会的な強い使命感を持

っている。国内感染が広がる新型コロナウイルス感染症について、厚生労働省医政局看護

課より日本看護系大学協議会に対して、新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種へ

の支援について協力依頼があった。これを受け、令和 3(2021)年 5月から令和 4(2022)年 4

月まで、ワクチン接種のために本学の看護教員延べ 5人を大阪府看護協会が指定する会場

に派遣し、医療サポートを実施した。 

 

この新型コロナワクチンの職域接種による地域貢献をはじめ、本学の社会連携・地域活

動については、基準 A及び【資料 A-1-4】を参照されたい。  


